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教えて歯医者さん！

歯みがきを嫌がる子、どうしたらいい？

ゆきなり小児・矯正歯科
【小児歯科診療、矯正歯科診療、予
防、歯育て健診】

長崎市葉山2-5-26
TEL：095-857-8211
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歯みがきの習慣は1歳半でつきます。

習慣をつけるためには…

①保護者が正確なみがき方を覚える

②1日3～5回、食べたらすぐにみがく

③例外を作らない

①　小児歯科で歯みがきの仕方を習うの

が早道です。自己流でみがくときれいに

みがけないばかりでなく、お子さんが痛

がり何時までたっても習慣がつきませ

ん。また、親子で向かいあってみがくと、

奥歯までしっかりみがけません。必ず寝

かせてみがきましょう。歯みがき粉は付

けずにみがきます。歯みがき粉を付ける

とその刺激により唾液が多く出て、苦しくなり嫌がる上、泡が立ち、

みがいている場所が見えにくくなります。歯の汚れ（歯垢）は歯みが

き粉を付けずとも歯ブラシの毛先がきちんと当たれば落とせます。

②　食後、時間がたつとお子さんは遊びだします。遊びを中断され

ることを嫌がりますので食べたらすぐにみがいてください。以前、

食後は口内が酸性になり、30分以内に歯をみがくと歯を傷つける

恐れがあるという報道がありましたが、唾液には酸を中和する働き

があり、コーラなど炭酸飲料の頻繁な摂取がないかぎり、すぐには

歯が溶けないように防御機能が働いています。食後すぐの歯みがき

により歯が削れることはありえませんからご安心ください。

③　例外とは今朝は忙しい、お出かけした、歯みがきの途中で泣い

たから止める、寝てしまったなど、理由をつけて歯みがきをしない

こと。歯みがきの回数が多いほど早く習慣がつき、どんなにご機嫌

が悪くともみがく体勢になれば口を開ける様になります。お子さん

だけではなく保護者の方も習慣づけるためにも必ずみがきましょ

う。歯みがきは気持ちのいいものです。

院長　行成哲弘

【資格、学会】
・日本小児歯科学会認定  
　小児歯科専門医※

日本矯正歯科学会、
全国小児歯科開業医会、
日本歯科医師会

冨永小児科医院
【小児科一般診療、アレルギー一
般診療、予防接種、乳児健診、子育
て相談】

長崎市かき道3-2-6
TEL：095-838-6060
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　「ブツブツが治りません、食べ物のアレ

ルギーが原因でしょうか？」と聞かれる

ことがよくあります。今回は赤ちゃんの

湿疹と食物アレルギーの関係についてご

説明します。

　赤ちゃんの皮膚の厚さは大人の半分、

皮脂などの保湿成分は1/3しかありませ

ん。そのため皮膚は乾燥しやすく湿疹が

出来やすいのです。皮膚は外部から異物

の侵入を遮断する場所ですが、湿疹部は

皮膚のバリア機能が弱く、異物が浸入し

やすく、アレルギー（アトピー）を引き起

こす原因となります。家の中には卵や牛

乳等の成分が目に見えない形でいたる所

に存在します。体のどこかに湿疹があれ

ば、すぐにアレルギー反応が成立し湿疹の多いお子様は食物アレル

ギーを発症しやすくなります。食物アレルギーの多くは湿疹の原因

ではなく、湿疹が出来た結果なのです。

　食物アレルギーを防ぐには湿疹が出来ないようスキンケアが必

要です。スキンケアとは…

①皮膚を清潔にたもつ「洗浄」：お風呂では充分量の水でよく洗い流

して下さい。こするのは皮膚の刺激になるので不可です。あらかじ

め泡立てて、手を使って（タオルは不可）泡で洗いましょう。

②乾燥を防ぐ「保湿」：入浴後、肌が潤っている５分以内がチャンス。

保湿剤は肌を守るベールを作ってくれます。しっかりと厚めに塗っ

てあげましょう。

　カサカサだけでなく、ブツブツや、赤みがある場合は治療薬が必

要です。早く炎症（湿疹）を抑えて皮膚のバリアを回復させましょう。

食物アレルギーは湿疹（アトピー）の原因ではなく結果です。アレル

ギー予防のために生まれたときからスキンケアに努めましょう。

院長　冨永典男

【資格、学会】
・医学博士 
・日本小児科学会専門医 
・日本アレルギー学会専門医

日本小児科学会、日本アレ
ルギー学会、日本腎臓学会、
日本小児感染症学会

気になる子どもの… 

赤ちゃんの湿疹と食物アレルギー

待合室横の屋外キッズスペース院内キッズスペース

ママの子育て応援します！ 親子のひろば


